
こども学部こども学科が育成を目指す人間像

人間力・社会人力 保育者としての職業人力 保育・子育て支援の創造力
①
建学の精神を理
解し、幅広い教
養を身につけて
いる

②
汎用的な知識・技
能を獲得し活用す
ることのできる実
践力を有している

③
保育・教育の本質
および保育者に求
められる資質・専
門性を理解できる

④
子ども一人一人に
即して、子どもと
その保護者に対し
て適切な援助がで
きる

⑤
保育の内容・方法
を理解し、活用す
ることができる

⑥
保育に必要な技術
と表現方法を身に
つけている

⑦
具体的な援助や支
援の内容を計画し、
実践することがで
きる

⑧
実践から生まれた
気づきや課題を共
有し、分析するこ
とができる

⑨
経験や実践を反省
的に振り返り、課
題を発見し対応す
ることができる

• 保育を自ら創造することのでき
る高度な実践力を有した人間

• 世界市民としての教養と広い視野を有し、いの
ちを育む保育者の役割を理解することのできる
豊かな資質を持った人間

• 子どもの多様な個性や思いを汲み取り応える力を備え、
子どもの表現を引き出す力を有したしなやかな感性と
高い専門性をもった人間

基幹科目

卒業必修科目

１～4年履修可能科目

キリスト教概論

キリスト教人間学

倫理と人間

生命と人間

スポーツとレクリエーション実技

スポーツと健康

自然体験活動

情報基礎

調査・統計法

キャリアデザインⅠ

コミュニケーション英語

キッズ英語

キャリアデザインⅠ

心理と人間

日本国憲法

インクルーシブスポーツ・レクリエーション
論文作成とプレゼンテーション

論文作成法

数学と生活

美術と文化

実践英語

韓国語

ポルトガル語

中国語

言葉と文化

音楽と文化

子どもと哲学

子ども家庭福祉Ⅱ

社会的養護Ⅱ

子どもの食と栄養

子育て支援

障がい児者援助技術

リトミック

子どもと絵本Ⅱ

子どもと絵本Ⅰ

特別支援教育Ⅱ

特別支援教育Ⅰ

子どもの音楽表現ⅡA

子どもの身体表現

子どもの音楽表現ⅡB

保育内容指導法表現

保育内容指導法人間関係

教育方法・技術

キリスト教保育

幼少連携

子どもの音楽表現ⅠA 

子どもの造形基礎

子どもの造形表現

子どもの音楽表現ⅠB 幼児と人間関係

幼児と言葉

幼児と表現

保育内容指導法健康

保育内容指導法言葉

教育課程論

保育者論

社会的養護Ⅰ

海外保育事情

子どもの音楽基礎A

子どもの音楽基礎B

幼児と環境

幼児と健康

保育内容指導法総論

保育内容指導法環境社会福祉

子ども家庭福祉Ⅰ

教育原理

現代子ども学

保育原理

教育心理学

発達心理学

子ども学フィールドワークⅢ

子ども学フィールドワークⅡ

子ども学フィールドワークⅠ

子ども学研究ゼミナール
卒業研究

教育実習Ⅱ

教育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅲ

保育実習指導Ⅲ

保育実習Ⅱ

保育実習指導Ⅱ

保育実習指導Ⅰ（保育所）

保育実習Ⅰ（保育所）

教育実習Ⅰ

教育実習指導Ⅰ

１
年
次

2
年
次

３
年
次

４
年
次

教養基幹科目・
教養科目

外国語科目
キャリア支援科目

ICT・研究
支援科目 専門基幹科目・専門発展科目 専門技能科目 専門実習科目

専門演習科目・
研究科目

幼児理解と教育相談

子どもの保健

子どもの健康と安全

子ども家庭支援論

子ども家庭支援の心理学

乳児保育Ⅱ

乳児保育Ⅰ

保育実習指導Ⅰ（施設）

保育実習Ⅰ（施設）

教育・保育・福祉
の本質の理解

子どもの心と
体の理解

保育内容・
方法の理解

保育技術の
修得

実践力の修得 課題探求の方法
の修得

ゼミナールⅠ（子どもとわたし）

ゼミナールⅠ（子どもとあそび）

ゼミナールⅠ（子どもと社会）

保育・教職実践演習

アドミッション・ポリシー
① 子どもに対して愛と思いやりをもって関わることのできる人。
② 建学の精神に理解を示し、主体性をもった行動ができ、さまざまな人々と協働することのできる人。
③ 保育・幼児教育に対して強い関心をもち、地域社会に貢献したいという意欲がある人。
④ 高等学校等で幅広く学び、本学の学習に必要な基礎学力を有している人。
⑤ 自ら課題を発見し、その解決に向けて探求し、成果等を他人に伝える表現力を伸ばすことに意欲を持っている人。

【人間力・社会人力の修得】 【保育者としての職業人力の修得】 【保育・子育て支援の創造力の修得】
カリキュラム・ポリシー

建学の精神に基づき豊かな人間性や
倫理観を有した人間形成を目指す

保育の専門家として幅広い知識・技
術の修得を目指す

「子どもを学び、子どもに学び、ともに
学ぶ」という学びの循環を体得し、反省
的思考の習慣を身につける

ディプロマ・ポリシー

教育課程の理念 「子どもを学び、子どもに学び、ともに学ぶ」

一人一人の子どもに寄り添い、保育を創造する保育者へと成長し続ける実践家

多文化共生

建学の精神 「人びと共に生き、人びとに仕える」
「愛をもって仕えよ」

多文化共生保育

在宅保育
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